
特集

防犯教室・入札・不動産相談会 他

屋外広告物の設置について・下水道の日 他

おいでん家へ行こう・地域づくり支援事業紹介

まちかどギャラリー　　　　お知らせコーナー

健康戦隊守るンジャー・観光まちづくり協会だより

東栄っこ通信・ふるさと歌壇 他　　　　

人口・カレンダー 他

心と技を一体にして
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❷❸❷❸災害に備える



2

今
月
号
の
特
集

そ
の
他
お
知
ら
せ

ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

各
課
お
知
ら
せ

災害に備える
近年、台風やゲリラ豪雨などによる災害が
全国各地で頻繁に起こっています。
昨年の9月から10月にかけては、東栄町でも、
台風21号と台風24号により、倒木や土砂崩れによる停電や
通行止めなどが発生し、大きな被害をもたらしました。
このようにいつ起こるかわからない災害に備え、
日頃から情報収集や、災害時の避難行動の確認をしておきましょう。

水
害
・
土
砂
災
害
に
つ
い
て
、
町
が
発
令
す
る
避
難
情
報
や
国
や
都
道
府
県
が
出
す
防
災
気
象
情
報
は
、

次
の
５
段
階
の
レ
ベ
ル
に
分
け
て
伝
達
し
ま
す
。

警
戒
レ
ベ
ル

避
難
行
動
な
ど

※

１ 

災
害
発
生
情
報
は
、命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
災
害
発
生
を
把
握
し
た
場
合
に
発
令
す
る
も
の
で
す
。

　
　

 

必
ず
発
令
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

２ 

避
難
指
示（
緊
急
）は
、地
域
の
状
況
に
応
じ
、緊
急
の
場
合
や
重
ね
て
避
難
を
促
す
場
合
な
ど
に

　
　

 

発
令
し
ま
す
。
必
ず
発
令
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

レベル5
災
害
発
生
情
報  ※

１

（
町
が
発
令
）

命
を
守
る

最
善
の
行
動

既
に
災
害
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。

命
を
守
る
た
め
の
最
善
の
行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

レベル４
避
難
勧
告
・
避
難
指
示

（
緊
急
）　※

２

（
町
が
発
令
）

全
員
避
難

速
や
か
に
避
難
場
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。 

避
難
場
所
ま
で
の

移
動
が
危
険
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、近
く
の
安
全
な
場
所
へ
の

避
難
や
、自
宅
内
の
よ
り
安
全
な
場
所
に
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

レベル３
避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始

（
町
が
発
令
）

高
齢
者
な
ど
は

避
難

避
難
に
時
間
を
要
す
る
人（
高
齢
者
や
障
が
い
者
、乳
幼
児
な
ど
）

と
、そ
の
支
援
者
は
避
難
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
人
は
、避
難
の
準
備
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

レベル２
洪
水
・
大
雨
注
意
報
等

（
気
象
庁
が
発
表
）

避
難
行
動
の

確
認

避
難
に
備
え
、自
ら
の
避
難
行
動
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

レベル１
早
期
注
意
情
報

（
気
象
庁
が
発
表
）

災
害
へ
の

心
構
え
を
高
め
る

最
新
の
防
災
気
象
情
報
に
注
意
す
る
な
ど
、

災
害
へ
の
心
構
え
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

避
難
情
報
が
発
令
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、

身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
自
主
的
に
避
難
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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避
難
場
所
や

家
族
と
の
連
絡
手
段
の

確
認
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

　

避
難
場
所
、避

難
場
所
ま
で
の

経
路
、家
族
と
の

連
絡
方
法
な
ど

を
普
段
か
ら
家

族
で
話
し
合
い
、

決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

非
常
持
出
品
は
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
に
入

れ
て
、玄
関
や
枕
元
な
ど
、す
ぐ
に
持
ち

出
せ
る
場
所
に
置
い
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、中
身
は
定
期
的
に
点
検
、入

れ
替
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
さ
ら

に
、
災
害
発
生
直
後
は
水
や
食
料
な
ど

が
す
ぐ
に
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を

想
定
し
、
日
ご
ろ
か
ら
備
蓄
品
の
準
備

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
備
蓄
品
は
最

低
で
も
３
日
分
、
で
き
れ
ば
１
週
間
分

備
え
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

・
乾
電
池
・
乾
電
池
式
の
携
帯
充
電
器

　

電
気
が
使
え
な
い
時
に
役
立
ち
ま
す
。

・
赤
ち
ゃ
ん
の
お
し
り
ふ
き

　

厚
く
て
頑
丈
な
の
で
、お
風
呂
に
入
れ

な
い
時
、体
を
ふ
く
の
に
も
使
え
ま
す
。

・
ビ
ニ
ー
ル
袋

　

雨
具
や
敷
物
、簡
易
ト
イ
レ
と
し
て
も

使
用
で
き
ま
す
。

・
ラ
ッ
プ

　

食
器
に
し
け
ば
洗
う
必
要
が
な
く
節

水
に
な
り
ま
す
。体
に
巻
け
ば
防
寒
に
。

・
防
寒
グ
ッ
ズ （
カ
イ
ロ
・
湯
た
ん
ぽ
）

　

寒
い
時
の
保
温
に
な
り
ま
す
。

災
害
に
備
え
て
　    

で
き
る
こ
と

東栄町防災士会　
真柴浩志会長
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防
災
士
の
講
習
会
に
参
加
し
、改

め
て
自
分
の
防
災
意
識
の
低
さ
を
感

じ
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
、災
害
時
に
は

ど
こ
か
行
政
や
消
防
が
助
け
て
く
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
し
た
。し
か
し
、実
際
に
災
害
に

遭
っ
た
人
や
現
場
の
人
の
生
の
声
を

聴
く
と
、ま
ず
頼
り
に
な
る
の
は
自
分

と
そ
の
周
り
の
人
だ
と
い
う
こ
と
を

痛
感
し
ま
し
た
。「
自
分
で
考
え
て
行

動
し
た
人
が
助
か
っ
た
」
と
い
う
話

も
あ
り
、主
体
的
な
災
害
へ
の
備
え

の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

　
災
害
の
恐
ろ
し
さ
や
日

頃
の
備
え
の
大
切
さ
を
住

民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
、防
災

意
識
の
啓
発
に
努
め
る
と
と
も

に
、田
舎
な
ら
で
は
の
地
域
の

つ
な
が
り
の
強
さ
を
活
か
し
た

防
災
力
の
強
化
も
し
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

支
障
へ
の
備
え

　

停
電
や
断
水
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

支
障
に
対
す
る
備
え
も
重
要
で
す
。カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
や
簡
易
ト
イ
レ
、携
帯

ラ
ジ
オ
、懐
中
電
灯
等
を
用
意
し
、ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
に
支
障
が
生
じ
て
も
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

ラ
ジ
オ
や
懐
中
電
灯
な
ど
の
電
池
は

定
期
的
に
点
検
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

普
段
か
ら
の

地
域
の
つ
な
が
り

　

災
害
時
の
救
助
や
避
難
な
ど
に
は
、

隣
近
所
同
士
の
助
け
合
い
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
、普
段
か
ら
ご
近
所
付
き
合
い

や
お
年
寄
り
へ
の
声
か
け
な
ど
が
い
ざ

と
い
う
と
き
の
力
に
な
り
ま
す
。

非
常
持
出
品
・
備
蓄
品
を

準
備
し
ま
し
ょ
う

こ
ん
な
も
の
も
あ
る
と
便
利
！

今

個
人
が
備
え
、個
人
が
判
断
し
、個
人
が
行
動
す
る

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意
識
が
重
要



地域のみんなで防犯力を高めましょう！
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●問い合わせ先　　
　　　　設楽警察署生活安全課　☎0536・76・0110
　　　　北設楽郡防犯協会　　　☎0536・76・1116
　　　　役場総務課　　　　　　　　　  ☎76・0501

（税抜き）

業種
4,200
6,300
21,800
1,338
1,080
5,300
2,800
5,000
1,520
6,200
1,780
896
7,590

518,000
583,804

工　事　名　等

令和元年度 ７月の入札結果

計

業者名等 落札金額【千円】予定価格【千円】

22,296

527,780

㈱田中組
㈲森建設
㈱田中組
山佐産工㈱

アルフレッサ㈱豊橋支店
㈱岡村組

玉野総合コンサルタント㈱
㈱東海分析化学研究所

㈲鳳設備
㈲松並重機

㈱フェニックス東三河営業所
㈱ヒミカ
山佐産工㈱

朝日電気工業㈱

工事
工事
工事
購入
購入
工事
委託
委託
委託
工事
工事
購入
購入
工事

町道西薗目坪沢線舗装修繕工事
林道反沢線改良工事
長峰橋橋梁補修工事
小型動力ポンプ購入
血圧脈波検査装置購入
林道節沢線改良工事
東栄町公営住宅等長寿命化計画改定業務委託
地歴調査及び土壌調査業務委託
消防用設備等保守点検委託業務
町道東薗目赤羽根線道路災害防除工事
透析監視装置水回り等交換工事
LGWAN系ノートパソコン購入
小型動力ポンプ付積載車購入
同報系・移動系防災行政無線設備及び映像配信システム整備工事

北設楽郡内での犯罪の多くは住宅等への侵入盗と振り込め詐欺です。
今年も東栄町内で住宅への侵入盗が１件発生しています。
こうした犯罪被害を未然に防ぐには、ご家族やご近所同士での日頃の声掛けや見守りといった
「地域の防犯力」が大きな抑止力になります。
「不審な車や不審者を見かけたときには地域で情報交換をする。」
「個人情報や金銭を要求するような電話を受けたときには身近な人に相談する。」など、
日頃から情報交換や相談ができるよう、地域や家族で防犯意識を高めましょう。

設楽警察署・北設楽郡防犯協会・郡内町村が連携し防犯教室を開催します！
第５回は「振り込め詐欺被害防止」をテーマに開催します。

日時　９月６日（金）午後１時 30分～３時
場所　花祭会館
内容　設楽署員による寸劇、防犯・交通安全に関する講話、
　　　設楽レンジャーによるお楽しみ企画

第５回 みんなで学ぼう 「北設安全安心教室」
を開催します

楽しみながら、　　

皆さん一緒に 防犯について

　　学びませんか？
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●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
愛
知
県
司
法
書
士
会
東
三
河
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
５
３
２
・
５
４
・
５
６
６
５

●
問
い
合
わ
せ
先

　
振
興
課　
　
　
　
　

  

☎
７
６
・
０
５
０
２
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東栄フェスティバル

ＬＩＮＥで情報発信中！ＬＩＮＥで情報発信中！
　

町
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

（
ラ
イ
ン
）を
用
い
て
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
！ 

友
だ

ち
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
方
に
、イ
ベ
ン
ト
情
報
や
お
得

な
情
報
、ま
ち
の
魅
力
や
災
害
時
の
緊
急
情
報
な
ど
を

お
届
け
し
ま
す
。
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

ＱＲコード

ア
カ
ウ
ン
ト
名　

東
栄
町（
＠toei_tow

n

）

友
だ
ち
登
録
方
法

　

L
I
N
E
ア
プ
リ
を
起
動
し〔
友
だ
ち
追
加
〕か
ら

　

❶〔
Q
R
コ
ー
ド
〕で
下
の
Q
R

　
　

 

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
。

　

❷〔
検
索
〕か
ら
I
D
検
索
で

　
　
「
＠toei_tow

n

」を
検
索

　
　

 

す
る
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課　
　
　

  

☎
７
６
・
０
５
０
３

エコマーケット出店者募集エコマーケット出店者募集
　

「
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」を
、
今
年
の
東
栄
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
も
開
催
し
ま
す
。

　

着
な
く
な
っ
た
服
や
使
わ
ず
に
し
ま
っ
て
あ
る
も
の
な

ど
、こ
の
機
会
に
必
要
な
人
に
提
供
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象　

東
栄
町
民（
個
人・グ
ル
ー
プ
は
問
い
ま
せ
ん
）

禁
止
商
品
・
事
項　

不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
商
品
及
び

　

行
為
、　

ま
た
、営
利
を
目
的
と
し
た
出
店
を
禁
止
し

　

て
い
ま
す
。

申
込
期
限  

１０
月
１１
日（
金
）　

 

開
催
日     

１１
月
３
日(

日
・祝) 　
　

出
店
料  

無
料

　
今
年
で
60
回
目
を
迎
え
る
10
月
１
日
の「
法
の
日
」に

あ
わ
せ
て
、司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

登
記
・
法
律
無
料
面
接
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

 

　
日 

時

　

10
月
１
日（
火
） 

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

  

（
受
付
は
午
後
０
時
30
分
ま
で
）

 　

場 

所

　

東
栄
町
役
場
小
会
議
室

 　

内 
容

・
登
記
に
関
す
る
こ
と

  

（
不
動
産
の
相
続
、贈
与
な
ど
会
社
登
記
） 

・
民
事
裁
判
の
手
続
に
関
す
る
こ
と

  

（
多
重
債
務
、敷
金
返
還
な
ど
）

・
家
庭
裁
判
所
の
手
続
に
関
す
る
こ
と

  

（
夫
婦
や
親
子
の
問
題
、産
分
割
、 
成
年
後
見
な
ど
）

・
土
地
の
境
界
に
関
す
る
こ
と

 　

定 

員

　

予
約
優
先・当
日
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す（
先
着
順
）

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
に

よ
る
登
記
・
法
律
無
料
面
接
相
談

法
の
日
記
念
事
業

空
き
家
マ
イ
ス
タ
�

認
定
士
に
よ
る

不
動
産
相
談
会

空
き
家
に
つ
い
て
の
相
談
受
け
付
け
ま
す

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
支
援
課

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

西
條

　
　

 　
　
　
　

☎
７
６
・
０
５
０
４

　

東
栄
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、西
條

隊
員（
空
き
家
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
士
）

が
不
動
産
の
売
却
・
相
続
・
税
金
・
管
理

な
ど
の
不
動
産
に
関
わ
る
内
容
の
相

談
会
を
行
い
ま
す
。

日 

時

　

９
月
12
日（
木
）・９
月
14
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

  

（
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場 

所

　

受
付
：
東
栄
町
役
場
地
域
支
援
課

　

※

相
談
は
個
室
で
行
い
ま
す
。

内 

容

　

不
動
産・建
物・土
地・そ
の
他
全
般

定 

員

　

予
約
優
先・当
日
会
場
で
も
受
け
付

　

け
ま
す（
先
着
順
）
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今
月
号
の
特
集

そ
の
他
お
知
ら
せ

ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

各
課
お
知
ら
せ

10月18日（金）
13:30～15:30
11月 1日（金）
10:00～12:30
11月15日（金）
10:00～12:00
11月29日（金）
10:00～12:30

秋の風薫る伊良湖岬先端を歩く

戦国ロマンを味わう名城巡り 
～古宮城・亀山城～

東栄町の民話・神話の地を訪ねて

旧一宮町の史跡と文化財を訪ねる

田原市
(伊良湖クリスタルポルト)

新城市
(古宮城・亀山城)

東栄町
（本郷・下田地内）

豊川市
（一宮町他）

再発見！東三河の宝 秋編再発見！東三河の宝 秋編東三河
生涯学習連携講座 参加者募集

「自然と史跡」をテーマに東三河各地を直接訪れることで、それぞれの地域の魅力を再発見します。

●定　員　50人（抽選）　　　
●受講料　無料

対　象　全４回参加できる方で東三河在住、在勤の方優先

1

2

3

4

回 日　　時 テ　ー　マ 場　所

　

下
水
道
は
、衛
生
的
で
快
適
な
生
活
と
、

川
や
海
な
ど
環
境
を
守
る
た
め
欠
か
せ

な
い
設
備
で
す
。次
の
こ
と
を
心
が
け
て
、

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

◆
野
菜
く
ず
や
食
べ
残
し
を
流
さ
な
い

　

野
菜
く
ず
な
ど
は
、排
水
管
が
詰
ま
る

原
因
に
な
り
ま
す
。

◆
油
を
流
さ
な
い

　

て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
は
、冷
え
る
と
固
ま

り
、詰
ま
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

◆
水
に
溶
け
に
く
い
も
の
を
流
さ
な
い

　

水
に
溶
け
に
く
い
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
や
紙
お
む
つ
な
ど
を
流
し
た
り
し

て
し
ま
う
と
、排
水
管
が
詰
ま
る
原
因
に

な
り
ま
す
。

　

日
常
生
活
に
必
要
な
情
報
を
提

供
す
る
屋
外
広
告
物
で
す
が
、
無

秩
序
に
設
置
さ
れ
る
と
景
観
を
損

な
う
だ
け
で
な
く
、
適
正
に
管
理

さ
れ
て
い
な
い
と
安
全
性
に
影
響

し
ま
す
。

　

愛
知
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ

り
、表
示
の
仕
方
や
場
所
な
ど
に
ル

ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。屋
外

広
告
物
を
設
置
す
る
場
合
は
原
則

と
し
て
町
の
許
可
が
必
要
で
す
。

設
置
の
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
屋
外
広
告
物
」と
は

・
広
告
板
や
広
告
旗
、は
り
紙
な
ど
常
時
又
は
一
定
の
期
間
継

　
続
し
て
表
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

・
屋
外
で
表
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

・
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

営
利
的
な
商
業
広
告
だ
け
で
な
く
、非
営
利
的
な
も
の
で
あ
っ
て

も
屋
外
広
告
物
に
な
り
ま
す
。

東
栄
町
の
規
制
区
域

　

国
道
１
５
１
号
、三
遠
南
信
自
動
車
道
、Ｊ
Ｒ
飯
田
線
の
路
端

か
ら
1
，0
0
0
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域

　

新
し
く
設
置
さ
れ
る
屋
外
広
告
物
だ
け
で
な
く
、す
で
に
設

置
さ
れ
て
い
る
屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
も
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

９
月
10
日
は

﹃
下
水
道
の
日
﹄
で
す

●
問
い
合
わ
せ
先

　

事
業
課　
　

 

☎
７
６
・
１
８
１
３

●
問
い
合
わ
せ
先

　

事
業
課　
　

 

☎
７
６
・
１
８
１
３

●申し込み　9月25日（水）までに東栄町教育委員会まで　☎76・0509

屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
と
き
は

ご
相
談
く
だ
さ
い

良
好
な
景
観
と
安
全
の
た
め
に…

●その他　現地集合・現地解散です。定員を超える申込みがあった場合
　　　　　には春の講座を受講していない方を優先します。



今
月
号
の
特
集

そ
の
他
お
知
ら
せ

ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

各
課
お
知
ら
せ

元気な地域づくり支援事業の活動をお知らせします

7

おいでん家へ行こうおいでん家へ行こう

●問い合わせ先　住民福祉課　 ☎７６・０５０３

いいこといっぱい！

　「スポーツを通して、子どもた
ちの成長を地域のみんなで応援
したい。」そんな理念を掲げて立ち上がった「ウィル
will」。今回は、代表の水野さんにお話を伺いました。
　「部活動やクラブチーム、生涯学習などは、競技の
技術向上のためというものが多いと思うけど、この
活動は地域の大人と子どもたちの関わりが目的。そ
のための手段がスポーツ。」だそうです。その活動の
第1回目が9月25日に東栄中学校体育館で行われる
ことになりました。小学校4年生以上から高校生、
大人まで、男女問わず、経験の有無に関係なく、多く
の方に参加していただくことを期待し、今回はバス
ケットボールを行います。
　今後、多種多様なスポーツを通して子どもたちと
つながっていきたいと思っています。多くの皆さん
の参加をお待ちしています。
　　   ●参加申込　☎090・4210・5802（水野）

　今年度で設立12
年目を迎える古戸ひ
じり会。年間約10回
の行事・イベントを
企画しています。

今回は、「古戸応援隊活動」について紹介します。これ
は、平成25年から取り入れた仕組みで、イベントの準備
やおもてなしが大変という古戸地区住民と一緒になっ
てイベントの手伝いや農地の整備、野菜作りなどを行う
都市部の方を応援隊として協力していただくものです。
古戸地区の出身者も含め、現在22名が古戸応援隊に登
録しており、中には古戸地区に家を購入した方もいます。
都市部の人たちと作業や会話を楽しみながら交流や
定住を受け入れていくことが、ひじり会が長く活発に
続いている秘訣です！

ウィルwill
【新規】 古戸ひじり会

8/3 獣害対策作業の様子

広報とうえい 2019. 9月号   No.717

　　　とうえい健康マイレージ
おいでん家に参加すると5ポイント！
健康づくりをして１００ポイント貯めて景品
をもらおう。

 　　　　　　クールシェア
家庭でクーラーや扇風機を使わずにおい
でん家で涼しむ！ 
地球温暖化防止に取り組もう。

 
　　　　　　集まりの効果
集まりに参加することで、死亡リスクや要
介護状態になるのを抑える効果や、うつ症
状が軽くなることがわかっています。
 
ぜひお気軽に参加してください。送迎もあ
ります。
詳しいことは、9月のおいでん家カレンダー
を見てくださいネ。

みんなに出会えて、
元気がもらえるよ！

一緒に話をしたり、遊んだり。楽しいよ！

粟代・小林地区のおいでん家

１いい
こと

2いい
こと

3いい
こと
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集
特
の
号
月
今

せ
ら
知
お
他
の
そ

せ
ら
知
お
課
各

子育てサークル「たんぽぽの会」の皆さんと

美しく着るコツを
教わる生徒

普段の動きも負担が大きいことを実感車いすバスケで白熱した戦いを繰り広げた生徒たち

日本の心を学ぶ

高齢者や障がい者との接し方を学ぶ

浴衣着付け教室浴衣着付け教室

月
７

　

25

、）
木
（日

26

）
金
（日

付
着
衣
浴
の
座
講
習
学
涯
生
に

た
し
ま
れ
わ
行
が
室
教
け

。
生帯

や
方
着
の
衣
浴、
は
ち
た
徒

践
実
も
度
何
て

。

講
の
間
日
２

分
自、
は
に
時
る
す
了
終
が
座

な
に
う
よ
る
き
で
が
け
付
着
で

。
た
し
ま
い
て

」
隊
援
応
と
さ
る
ふ
町
栄
東
「
　

区
地
戸
古
（ん
さ
道
裕
藤
後
の

ど
子、
ら
か）
住
在
都
京
東
身
出

や
ル
ズ
パ、
と
に
め
た
の
ち
た
も

。
た
し
ま
き
だ
た
い
て
し
贈

て
せ
さ
用
使
に
切
大
で」
場
広
こ

。
す
ま
き
だ
た
い

ざ
ご
う
と
が
り
あ、
ん
さ
藤
後

　

。
た
し
ま
い

と
象
対
を
徒
生
る
す
加
参、
に
前
を
験
体
祉
福

、）
月
（日
５
月
８
が
習
学
前
事
た
し

G
&
B

体

た
し
ま
れ
わ
行
で
館
育

。

祉
福
会
社、
は
れ
こ

は
ち
た
徒
生、
で
の
も
る
よ
に
画
企
の
会
議
協

体
に
的
似
疑
を
者
齢
高
て
し
着
装
を
ど
な
り

し
り
た
し
を
験
体
る
乗
に
す
い
車、
り
た
し
験

も
を
身
を
ち
持
気
の
者
い
が
障
や
者
齢
高、
て

。
た
し
ま
め
深
に
ら
さ
を
解
理
の
へ

おもちゃを寄贈して
いただきました
おもちゃを寄贈して
いただきました

中学生福祉体験事前学習中学生福祉体験事前学習
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集
特
の
号
月
今

せ
ら
知
お
他
の
そ

せ
ら
知
お
課
各

キャンプの夜、志多らが星にまつわる話と演奏を披露

カヤック遊びを楽しむ親子

▶お祭りの遊びを作って
　サマスク祭りを開きました

息を合わせて大縄跳びに挑戦

太鼓を叩こう

お兄さん、お姉さんと過ごした夏

、
と
う
お
ら
も
て
し
喫
満
を
然
自
の
町
栄
東

　
２２

２５

。
た
し
ま
れ
さ
催
開
で
間
期
の
日

5０

連
子
親
の
名

、
り
張
を
ト
ン
テ
に
庭
校。
た
し
ま
し
加
参
が
れ験

、

。
た
し
ま
み
し
楽
を
ど
な
察
観
空
星
は
夜

業
事
携
連
の
と
学
大
知
愛

　

つ
一
の

で
年
今、
れ
わ
行
に
夏
年
毎
て
し
と12

れ
か
開
に
心
中
を
館
会
業
産、
）
水
（

生
学
大
す
指
目
を
員
教。
た
し
ま

19

童
児
の
校
学
小
栄
東
と
名

76

参
が
名

外
で
容
内
た
え
考
が
ち
た
生
学。
加

大。
た
し
ま
し
ご
過
に
共
を
間
日
２

、
は
ん
さ
ほ
つ
な
瓶
二
の
生
年
３
学

で
ち
持
気
の
謝
感
も
に
ち
た
も
ど
子

サマースクール

広報とうえい 2019. 9月号   No.717

月
８

　

１１
は
に
験
体
ク

49

気、
し
加
参
が
れ
連
子
親
の
名

心
が
風
「、
は
子
親
た
し
加
参
ら
か
町
治
大。
た

。
た
し



毎
年
９
月
は
﹁
障
害
者
雇
用

支
援
月
間
﹂
で
す
�

﹁
#
一
番
住
み
た
い
愛
知

Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
�
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
９
﹂
の
作
品
募
集

自
衛
官
募
集

10

今
月
号
の
特
集

そ
の
他
お
知
ら
せ

ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

各
課
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

T
o
e
i In
f
o
rm
a
t
io
n

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ａ
愛
知
東　

北
設
営
農
セ
ン
タ
ー

　
　

  

☎
０
５
３
６
・
８
３
・
２
３
１
１

共
有
し
、次
世
代
に
繋
げ
る
活
動
で
す
。

実
施
日　

第
１
回
／
10
月
5
日（
土
）豊
川

水
系
上
流
域
・
作
手
高
原
の
森
林
と
分
水

界
を
訪
ね
て

第
２
回
／
10
月
19
日
（
土
）渥
美
半
島
の

豊
川
用
水
施
設
と
水
利
用
を
訪
ね
て

※

い
ず
れ
も
貸
切
バ
ス
で
現
地
ま
で
行
き
ま
す
。

※

集
合
・
解
散
場
所
は
、実
施
日
に
よ
っ
て
異

　

な
り
ま
す
。

定
員　

各
回
38
名

参
加
料　

各
回
5
0
0
円（
資
料
代
、保
険

　

代
）（
昼
食
は
各
自
持
参
）

募
集
期
間　

９
月
２
日（
月
）か
ら
各
回
開 

　

催
日
10
日
前
ま
で
（
先
着
順
）

対
象
者　

18
歳
以
上
で
軽
い
ウ
ォ
ー
キ
ン

　

グ
の
で
き
る
の
方

申
込
方
法　

①
所
定
の
申
込
用
紙
で
、
申

　

込
先
へ
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス｠

②W
eb

の
申
込
フ
ォ
ー
ム（http://toyo

　

gaw
a.dosugoi.net/

に
ア
ク
セ
ス
）

③
②
と
同
様
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
で
、
Ｅ
メ

　

ー
ル
ア
ド
レ
ス  trw

w
ebm

aster

　

@
gm
ail.com

へ

郵
送
先　

〒
4
4
1-

1
4
1
4 

新
城
市
作

　

手
清
岳
字
タ
イ
コ
ヤ
シ
キ 

1-

23

　

豊
川
上
流
域
の
森
と
豊
川
用
水
の
先
端
部

と
の
自
然
と
人
の
営
み
を
結
び
付
け
、豊
川

の
上
下
流
域
の
市
民
で
森
づ
く
り
の
想
い
を

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

豊
川
流
域
圏
づ
く
り
協
議
会
事
務
局

   　

☎　

0
5
3
6
・
3
7
・
2
2
6
1

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城
で
は
、東
三
河
北
部

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ

ル
」と
の
連
携
の
も
と
、企
業
で
働
く
障
が
い

の
あ
る
方
の
雇
用
支
援
や
職
場
定
着
支
援
を

実
施
し
て
い
ま
す
。障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
や
、事
業
主
の
皆
様
の
ご
相
談
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　

  

イ
／
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

　
　

  

ウ
／
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科

　
　
　
　

  

学
生（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

応
募
資
格　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

　

高
卒
者（
見
込
含
む
）ま
た
は
高
専
３
年　

次
修
了
者（
見
込
含
む
）

受
付
期
間　

９
月
５
日（
木
）〜
30
日（
月
）

試
験
日（
１
次
）

　

ア
／
11
月
９
日（
土
）・
10
日（
日
）

　

イ
／
10
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）

　

ウ
／
10
月
19
日（
土
）

　

愛
知
県
で
は〝
愛
知
県
の
素
敵
な
ヒ
ト
・モ

ノ
・
コ
ト
・
バ
シ
ョ
〞
の
写
真
を
、専
用
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ
を
付
け
て
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
又
は

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
投
稿
す
る「
#
一
番
住
み
た

い
愛
知
Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１

９
」の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
す
る
の
は「
食
」「
ス
ポ
ッ
ト
」「
日

常
」の
三
部
門
で
、優
秀
作
品
の
応
募
者
に

は
、愛
知
ゆ
か
り
の
素
敵
な
賞
品
を
差
し
上

げ
ま
す
。さ
ら
に
、「
愛
知
の
魅
力
つ
ぶ
や
き

隊
」に
入
会
の
上
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
方

に
は
、先
着
百
名
様
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
等
の
詳
細
は
、告
知
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

応
募
期
間　

10
月
31
日（
木
）ま
で

告
知
サ
イ
ト https://turns.jp/29277

●
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
　
　

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
１
１
６
０

　

東
三
河
北
部
障
害
者
就
業
・

　

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

ウ
ィ
ル

　
　
　

☎
０
５
３
６
・
２
４
・
１
３
１
４　

●
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
政
策
企
画
局
企
画
調
整
部
企
画
課

　
　

 　

☎
０
５
２
・
９
５
４
・
６
０
８
９

　

Ｊ
Ａ
愛
知
東
北
設
営
農
セ
ン
タ
ー
管
内
は
、

北
設
楽
郡
の
３
町
村
か
ら
な
り
、夏
秋
ト
マ

ト
、夏
秋
ミ
ニ
ト
マ
ト
、養
鶏（
ブ
ロ
イ
ラ
ー
）

等
を
生
産
栽
培
し
、農
業
経
営
を
し
て
い
る

地
域
で
す
。

　

北
設
営
農
セ
ン
タ
ー
で
は
、北
設
地
区
へ

の
就
農
に
興
味
の
あ
る
方
へ
の
現
地
説
明
会

を
計
画
し
て
い
ま
す
。内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
就
農
相
談
、現
地
視
察
、住
宅
相
談
な
ど

幅
広
く
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

現
地
説
明
会
に
参
加
希
望
の
方
は
９
月
３０

日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
12
日（
土
）午
後
１
時
〜

場
所
／
Ｊ
Ａ
愛
知
東

　

北
設
営
農
セ
ン
タ
ー（
津
具
支
店
内
）

就
農
林
相
談
現
地
説
明
会

in 

北
設
楽
郡

上
下
流
域
体
験
ツ
ア
�

２
０
１
９ 

参
加
者
募
集

豊
川
流
域
圏
を
知
る

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
・
・
・

FAX

　

自
衛
隊
で
は
、来
春
入
校
予
定
者
を
各
種

採
用
コ
ー
ス
に
て
幅
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

将
来
、特
別
職
国
家
公
務
員
と
し
て
事
務
職

系
か
ら
技
術
職
系
等
の
様
々
な
職
域
に
て
活

躍
し
ま
す
。

募
集
内
容

種
目  

ア
／
防
衛
大
学
校
学
生 
（
一
般
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部

　

豊
川
地
域
事
務
所
（
豊
川
駐
屯
地
内
）

　
　

 

☎
０
５
３
３
・
８
５
・
２
４
１
１
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Vol.50

　

町
内
の
保
育
園
や
小
・
中
学
校
で
は
、

毎
月
第
２
水
曜
日
を
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム

な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
と
離
れ
る
日
（
ノ
ー

メ
デ
ィ
ア・デ
ー
）と
し
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
テ
レ
ビ
、パ
ソ
コ

ン
、D
V
D
な
ど
、昔
は
持
っ
て
い
る
と

珍
し
が
ら
れ
て
い
た
も
の
も
、今
は
持

っ
て
い
て
当
た
り
前
の
も
の
に
な
り
ま

し
た
。特
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
は
、持
ち
運
び
も
簡
単
で
、気

に
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
検
索
す
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
と

て
も
便
利
で
す
。

た
だ
、過
剰
な

接
触
は
、注
意

が
必
要
で
す
。

　

乳
幼
児
期
か
ら
の
メ
デ
ィ
ア
漬
け
の

生
活
で
は
、運
動
不
足
、睡
眠
不
足
、そ

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低

下
な
ど
を
生
じ
さ
せ
、心
身
の
発
達
の

遅
れ
や
歪
み
が
生
じ
た
事
例
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
ス
マ
ホ
や
携
帯
ゲ
ー
ム
機
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
機
器
か
ら
発
せ
ら
れ
る

「
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
」を
夜
間
に
浴
び
て

い
る
と
、体
の
リ
ズ
ム
が『
起
き
て
い

な
い
と
！
』と
覚
醒
し
て
、睡
眠
障
害

に
つ
な
が
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
れ
は
大
人
に
も
当
て
は
ま
り

ま
す
。布
団
の
中
に

持
ち
込
ん
で
、寝
る

間
際
ま
で
ス
マ
ホ
を

見
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

ぜ
ひ
家
族
全
員
で
、毎
月
第
２
水
曜

日
は
寝
る
１
時
間
前
は
テ
レ
ビ
を
消

し
て
、ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
で
過
ご
し
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 「
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
」

オ
ニ
ス
タ
ー

L
I
N
E
ス
タ
ン
プ
を

作
成
し
ま
し
た
！

東
栄
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
だ
よ
り

み
ん
な
で

　

つ
く
る
！

Vol.26

　

観
光
協
会
で
は
、東
栄
町
の
ゆ
る
キ
ャ

ラ
「
オ
ニ
ス
タ
ー
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

L
I
N
E
ス
タ
ン
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

L
I
N
E
ス
タ
ン
プ
と
は
、メ
ッ
セ
ー
ジ

や
通
話
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

ア
プ
リ「
L
I
N
E
」の
中
で
使
用
で
き

る
も
の
で
す
。今
回
、東
栄
町
の
P
R
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、オ
ニ
ス
タ
ー

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
タ
ン
プ
を
制
作
し
ま

し
た
。可
愛
ら
し
い
オ
ニ
ス
タ
ー
の
イ
ラ

ス
ト
と
一
言
添
え
た
ス
タ
ン
プ

で
、普
段
の
連
絡
に
も
使
用
し

や
す
い
も
の
が
完
成
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

季
節
の
花
々
な
ど
五
感
で
町
を
楽
し
ん

だ
り
で
き
る
の
が
自
転
車
の
魅
力
で
す
。

こ
の
ま
ち
巡
り
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
、自
転

車
で
早
く
走
る
こ
と
で
は
な
く
、普
段
は

体
感
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、東
栄
町
の

自
然
や
景
色
を
満
喫
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
企
画
し
て
い
ま
す
。ま
た
本

企
画
で
は
、「
自
転
車
で
東
栄
町
を
走
る

と
な
る
と
坂
道
が
多
い
の
で
大
変
！
」と

い
う
方
の
た
め
に
、お
し
ゃ
れ
な
電
動
ア

シ
ス
ト
の
自
転
車
の
レ
ン
タ
ル
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
で
ス
マ
ー
ト
に
楽
し
む
ま
ち
巡
り
サ

イ
ク
リ
ン
グ
。地
元
の
皆
さ
ん
に
も
お
す

す
め
で
す
。さ

ら
に
、当
日
は

「
星
空
お
ん
が

く
祭
」の
開
催

も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
転

車
で
星
空
お
ん

が
く
祭
の
会
場

に
も
足
を
運
ぶ

予
定
で
す
よ
！

　

東
栄
町
の
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
ま

ち
巡
り
を
楽
し
む
サ
イ
ク
リ
ン
グ
企
画

を
浜
松
市
の
自
転
車
屋
さ
ん
と
連
携
し
、

9
月
21
日（
土
）に
開
催
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。車
で
走
る
と
見
落
と
し
て

し
ま
い
が
ち
な
町
の
景
色
も
、ふ
と
足
を

止
め
て
眺
め
て
み
た
り
、植
物
の
香
り
や

東
栄
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
だ
よ
り

広報とうえい 2019. 9月号   No.717

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

東
栄
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

　
（
水
曜
定
休
）  

☎
７
６
・
１
７
８
０

各
種
企
画
の
詳
細
は
観
光
ま
ち
づ
く
り

協
会
H
P「
東
栄
町
の
じ
か
ん
」に
て

●
問
い
合
わ
せ
先

   

住
民
福
祉
課　

☎
７
６
・
０
５
０
３

自
然
を
満
喫
！

ま
ち
巡
り
サ
イ
ク
リ
ン
グ
企
画

　
　
　
　
　
参
加
者
募
集
中
！

メ
デ
ィ
ア
が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
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小学校

中学校
　

７
月
の
後
半
か
ら
、８
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
は
夏

休
み
で
す
。中
学
生
は
、７
月
の
後
半
は
部
活
動

で
す
。東
三
大
会
や
新
人
戦
に
向
け
て
暑
い
中
、

汗
を
流
し
ま
す
。

　

８
月
に
入
る
と
１
年
生
は

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー（
田
口
高

校
鴨
山
演
習
林
で
の
郡
内

４
中
学
校
と
高
校
生
の
交

流
体
験
活
動
）を
行
い
、そ

の
後
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
、

町
内
の
様
々
な
方
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を
も

っ
て
話
を
聞
き
、東
栄
町
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

　

２
年
生
は
３
日
間
の
職
場
体
験
活
動
を
行
い

ま
す
。町
内
の
職
場
を
基
本
に
、様
々
な
職
場
を

生
徒
た
ち
が
自
ら
選
ん
で
体
験
し
ま
す
。生
徒

た
ち
に
と
っ
て
、自
分
の
将
来
を
考
え
る
と
て
も

よ
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
の
後
半
か
ら
は
１０
月
の
北
設
楽
郡
駅
伝
大

会
へ
向
け
て
の
練
習
が
始
ま
り
ま
す
。同
時
に
、９

月
の
第
１
週
の
土
曜
日
に
行
わ
れ
る
東
栄
中
学
校

体
育
大
会
へ
向
け
て
の
練
習
も
始
ま
り
ま
す
。と

て
も
暑
い
中
で
す
が
、生
徒
た
ち
は
自
分
た
ち
の

体
と
心
を
鍛
え
な
が
ら
、日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
東
栄
中
学
校
文
化
祭
は
、中
学
校
で

午
前
の
部
、午
後
の
部
は
、花
祭
会
館
で
合
唱
な

ど
を
発
表
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。町
の
文

化
祭
と
日
程
を
合
わ
せ
た
、１１
月
２
日
土
曜
日

に
開
催
予
定
で
す
。時
間
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
、梅
雨
明
け
が
遅
く
、天
候
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、７
月
２２
日
か
ら
２４
日
ま

で
、５
年
生
の
子
ど
も
た
ち
１５
名
を
対
象
に
、

篠
島
で
の
臨
海
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
お
世
話
に
な
っ
て
い
る「
浜
辺
の
宿

大
舟
」
さ
ん
を
拠
点
に
、水
泳
訓
練
は
も
ち

ろ
ん
、干
物
づ
く
り
、魚
つ
か
み
、漁
船
で
の

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、魚
釣
り
、島
の
散
策
な
ど
、

篠
島
な
ら
で
は
の
体
験
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

臨
海
学
習
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、「
２０
分

間
遠
泳
」で
す
。職
員
が
遠
泳
時
の
安
全
確

保
と
折
り
返
し
ポ
イ
ン
ト
役
を
兼
ね
て
浮
か

ん
で
い
る
の
を
目
印
に
、子
ど
も
た
ち
は
自

分
の
ペ
ー
ス
で
泳
ぎ
、周
回
を
重
ね
て
い
き

ま
し
た
。慣
れ
な
い
海
で
の
水
泳
の
た
め
、苦

労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、ほ
と
ん
ど

の
子
ど
も
た
ち
が
見
事
に
泳
ぎ
切
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

小
学
校
に
入
学

し
て
か
ら
初
め
て
と

な
る
宿
泊
を
伴
っ
た

活
動
は
、子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
多
く
の

収
穫
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。学
ん
だ
こ

と
を
今
後
に
生
か
し

て
ほ
し
い
で
す
。

田口高校から

こんにちは

稲沢高校を会場に行われました

臨
海
学
習

夏
休
み
の
活
動

　

７
月
５
日
（
金
）、稲
沢
高
校
で

県
農
業
鑑
定
競
技
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。森
林
分
野
で
は
、林
業
科
３

年
の
鈴
木
瑞
結
さ
ん
と
林
業
科
２

年
の
伊
藤
愛
里
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

優
秀
を
受
賞
し
ま
し
た
。競
技
会
の

森
林
分
野
で
は
最
優
秀
１
名
、優
秀

２
名
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。今
回
最
優

秀
は
逃
し
ま
し
た
が
、優
秀
は
２
名

と
も
本
校
生
徒
が
受
賞
し
ま
し
た
。

な
お
、鈴
木
瑞
結
さ
ん
は
10
月
末
に

山
形
県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に

愛
知
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

７
月
８
日（
月
）か
ら
10
日（
水
）

ま
で
、林
業
科
３
年
生
が
鴨
山
演
習

林
で
実
習
を
行
い
ま
し
た
。今
回
の

実
習
で
は
主
に
製
炭
と
養
蜂
を
学
び

ま
し
た
。

　

本
校
林
業
科
で
は
年
２
回
、卒
業

ま
で
に
６
回
実
習
を
行
い
ま
す
。３

年
生
は
今
回
で
５
回
目
の
実
習
と
な

り
ま
し
た
。作
業
な
ど
を
正
確
に
手

際
よ
く
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、実
習
態
度
に
も
余
裕
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

農
業
鑑
定
競
技
会

林
業
科
３
年
鴨
山
演
習
林
実
習

　

７
月
11
日（
木
）、夏
休
み
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て
、事
前
講
話
を
実
施

し
ま
し
た
。今
回
は
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
ケ
ー

タ
イ
教
室
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、

「
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
」と

い
う
テ
ー
マ
で
講
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。何
気
な
く
使
っ
て
い
る

携
帯
電
話
も
、思
わ
ぬ
所
に
様
々
な

危
険
が
潜
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
、

実
例
を
あ
げ
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。生
徒
た
ち
は
携
帯
電
話
を
利

用
す
る
際
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
、ト

ラ
ブ
ル
の
対
処
方
を
学
び
ま
し
た
。

夏
休
み
事
前
講
話

枝打ち作業を手際よく行います

フィールドワーク 設楽城趾にて



●
優
良
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
の
日
に
、
警
察
署
内
で
30
分

　

程
度
の
講
習
受
講
後
交
付

●
一
般
・
違
反
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
後
に
指
定
さ
れ
た
講
習
日
で

　

講
習
を
受
講
後
交
付

※

高
齢
者
運
転
者
講
習
が
お
済
み
の
方
は
、

　

更
新
手
続
き
の
日
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　

設
楽
警
察
署　

６
２
・
０
１
１
０
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ふ
る
さ
と
歌
壇

七
月
詠
草

小
石
　
直
子

杉
野
み
つ
子

堂
地
　
雅
子

福
田
　
幸
代

伊
藤
　
清
子

佐
々
木
秀
子

伊
藤
　
久
美

鈴
木
　
政
子

渡
辺
　
禮
子

伊
藤
　
義
信

お
も

一
日
の
多
忙
で
あ
り
し
を
幸
せ
と
思
ひ
て
ね
む
る
ひ
と
り
の
く
ら
し

梅
雨
間
み
て
草
取
り
だ
し
て
腰
伸
ば
す
目
の
先
は
ま
だ
草
青
々
と

そ
れ
ぞ
れ
が
願
い
を
込
め
て
短
冊
に
念
い
は
同
じ
夫
も
私
も

勤
め
よ
り
帰
り
し
吾
子
は
青
畳
に
寝
転
び
大
き
く
深
呼
吸
す
る

時
ど
き
は
別
の
世
界
を
見
た
い
か
と
ス
ヌ
ー
ピ
ー
の
居
場
所
玄
関
に
移
す

山
肌
に
マ
タ
タ
ビ
の
葉
の
す
だ
れ
か
け
夏
の
山
峡
谷
川
の
音

学
生
の
時
代
の
頃
の
ス
カ
ー
ト
は
毎
日
寝
押
し
で
し
わ
の
ば
し
た
る

校
舎
よ
り
朝
の
挨
拶
高
ら
か
に
元
気
も
ら
っ
て
今
日
も
始
ま
る

さ
ま
ざ
ま
な
電
子
辞
書
あ
る
現
代
に
娘
よ
り
貰
ひ
し
電
子
辞
書
持
つ

木
の
梢
を
風
わ
た
り
ゆ
く
そ
の
風
に
従
い
て
行
き
た
る
君
か
も
知
れ
ぬ

東
栄
町
内

◎
刑
法
犯
総
数

・
窃
盗
犯

（
自
動
車
関
連
窃
盗
）

・
振
り
込
め
詐
欺

◎
人
身
事
故
件
数

・
死
者
数

・
負
傷
者
数

◎
物
損
事
故
件
数

0
件 （
2
）

0
件 （
2
）

0
件 （
0
）

0
件 （
0
）

2
件 （
9
）

0
件 （
0
）

2
件 （
14
）

9
件 （
60
）

0
件 （
4
）

0
件 （
4
）

6
件 （
20
）

28
件 （
187
）

郡 

内

※

（　

）内
は
1
月
か
ら
の
累
計

免
許
更
新
の
ご
案
内

犯
罪
事
故
発
生
件
数

令
和
元
年
７
月

こ
ち
ら

設
楽
警
察
署

夕
暮
れ
の
　

早
め
の
ラ
イ
ト
で  

防
ぐ
事
故

〜
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
動

　
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
〜

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10
日
間
、秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

・
反
射
材
装
着
の
推
進

　
　

薄
暮
時
間
帯
以
降
の
外
出
時
は
、反
射
材

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
反
射
材
が
ラ
イ
ト

を
反
射
し
、ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
歩
行
者
や
自
転

車
を
早
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、交
通
事
故

か
ら
あ
な
た
の
身
を
守
り
ま
す
。
自
動
車
運

転
者
か
ら
見
て
、「
反
射
材
を
着
用
し
て
い
る

歩
行
者
」は「
着
用
し
て
い
な
い
歩
行
者
」よ

り
も
２
倍
以
上
手
前
で
発
見
で
き
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

・
ラ
イ
ト・オ
ン
運
動
の
推
奨

　
　

ラ
イ
ト・オ
ン
運
動
と
は
、平
成
１４
年
度
か

ら
愛
知
県
が
推
進
し
て
い
る
夕
暮
れ
時
の
前

照
灯
早
め
点
灯
運
動
で
、日
没
時
刻
の
概
ね

１
時
間
前
に
前
照
灯
の
点
灯
を
促
す
運
動
で

す
。薄
暮
時
に
は
事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す

の
で
、早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
自
分
の
車

の
存
在
を
知
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
に
お
け
る「
ハ
イ
ビ
ー
ム
」の
活
用

　
　

視
認
性
の
悪
い
夜
間
に
お
け
る
交
通
死
亡

事
故
な
ど
重
大
な
事
故
の
発
生
は
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。そ
こ
で
、夜
間
に
お
け
る
ド
ラ
イ
バ

ー
の
視
認
性
を
向
上
さ
せ
、歩
行
者
な
ど
と
の

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、対
向
車
や
先
行

者
が
い
な
い
場
合
は
、前
照
灯
を
上
向
き（
ハ

イ
ビ
ー
ム
）に
し
て
適
切
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

秋
の
日
は
釣
瓶
落
と
し
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

日
没
時
刻
が
日
増
し
に
早
く
な
る
こ
と
か
ら
、

運
転
者
に
と
っ
て
は
歩
行
者
や
自
転
車
の
動
き

が
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、夕
暮
れ

時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
交
通
量
が
多
い
こ
と
も

あ
り
、歩
行
者
や
自
転
車
が
交
通
事
故
に
あ
う

危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

弓
友
会 

月
例
会
成
績
表

8
月
9
日 

東
栄
町
弓
道
場

※

総
合
優
勝
は
、
全
員
参
加
で
最
後
ま
で

　

的
中
し
つ
づ
け
た
人
が
優
勝
で
す
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

優 

勝
二 

位
三 

位
優 

勝

西
林　

信
彦

伊
藤　
　

勉

三
城　

信
和

優 

勝
二 

位

伊
藤　

礼
子

伊
藤
あ
け
み

森
上　

祥
高

優 

勝　

伊
藤　
　

勉

一
部

二
部

女
子

総
合

広報とうえい 2019. 9月号   No.717

９
月
24
日　

  

発
売
！！

火1
枚
3
0
0
円

発
売
期
間

　
9
月
24
日（
火
）〜
10
月
18
日（
金
）

（
公
財
）愛
知
県
市
町
村
振
興
協
会

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
ま
す
。
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納
税
等

戸
籍
の
窓
口

◎納期限は9月30日です。お忘れなく。

８
月
新
着
図
書

●ぐる～り　すいぞくかん

●希望の糸

モリナガ・ヨウ　ほるぷ出版

東野圭吾　講談社

7月16日～8月15日受付

人
口
と
世
帯

人 口

男

女

世帯数

3,181

1,506

1,675

1,453

（ －16）

（ －05）

（ －11）

（ －08）

転 入

転 出

3

12

死 亡

出 生

8

1

※

住
民
基
本
台
帳
　※

単
位
：
人

7月末日現在 前月比
●国民健康保険料

●後期高齢者医療保険料

●保育料

●水道使用料（下水・農集排使用料含む）

●住宅使用料

●放課後児童クラブ利用料

村松しめの 96 御殿

山本　恭司 97 　園　

新井みす子 92 　園　

内藤さかゑ 95 振草

井筒千嘉子 92 　園　

伊藤　安夫 95 本郷

※東栄町に住所を有し、町外で出生・死亡の届出をさ
れた方も掲載対象となりますので掲載を希望され
る場合は、お早めに住民福祉課へ申し出ください。

氏　名　　　 年 齢　    住 所◆
お
悔
や
み

　「ドキどきはるっこ探検隊」が7月25日
（木）、東栄町で自然体験活動を行いました。
大治町教育委員会が子どもたちに自然に触
れ合ってもらうことを目的として実施してい
るもので、東栄町での活動は昨年に引き続き
3回目。小学生49名が参加しました。
　千代姫荘で火おこしからバーベキューを
楽しんだ後、川遊びをして大自然を満喫して
いました。

友好
自治体
友好
自治体 大治町クローズアップ

施
設
利
用（
７
月
）

令和元年7月の利用者数施　　設　　名 7月までの累積利用者数

森林体験交流センター「スターフォーレスト御園」

　　  交流促進センター「千代姫荘」

　 　 と う えい温泉

　　とう えい健康の館

　　グリ ーンハウス （宿泊者）

　　体育 施設

264

272

11,918

255

739

2,806

（

（

（

（

（

（

424）

281）

11,838）

 287）

715）

2,383）

1,046

583
54,380

1,329

1,876

7,362

（

（

（

（

（

（

1,203）

472）

51,927）

 1,140）

1,777）

6,765）

営業当初からの累計利用者数　3,506,907

※（　）内は前年度同月による　　※単位：人
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秋の全国交通安全運動

議会決算
特別委員会
ノーメディアデー

防災訓練 議会一般質問議会本会議 中学校体育大会

小学校運動会
不動産相談会

星空おんがく祭

民生委員児童委員
協議会定例会

一斉街頭啓発

とうえい温泉町民の日

たんぽぽの会

たんぽぽの会

ペットボトル等
回収日

巡回職業相談 役場
分庁舎 第１会議室

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

広報とうえい 2019. 9月号   No.717

Tue Wed Thu Fri SatMonSun

議会本会議

敬老の日

秋分の日

東栄ブラスバンド⑪

親子教室

乳幼児健診

美魔女づくり教室

ペットボトル・白トレイ
乾電池回収日

生涯学習

ドレミの会

イベント・事業など

保健事業

にこにこ広場 ゆめ工房

和楽器に親しむ会④
さわやかクラブ
たんぽぽの会

さわやか
コーラス⑥
英会話教室③

さわやか
コーラス⑤

ハガキ絵教室③

東三河消費生活
東栄相談室
分庁舎第１会議室

住民健診（御園）
住民健診結果説明
会（西薗目・三ツ石・
市場１・２・３組）

東栄ブラスバンド⑫

東栄ブラスバンド⑬

東栄ブラスバンド⑭

東栄ブラスバンド⑮

住民健診（上奈根・
下奈根・河内・市原）
ベビーマッサージ

議会総務経済委員会
議会文教福祉委員会
不動産相談会
健康体操
予防接種

健康体操
予防接種

がん検診
（本郷・三輪）

小林地区

足込地区

表紙の写真について
　愛知スポーツ・レクリエーションフェスティバル東三河地区大
会の弓道種目が８月１８日（日）、東栄町弓道場を会場に行われ
ました。東三河地区から男子16チーム、女子9チームの合計
25チームが参加。競技は的に中った数を競う的中制で行われ、
各チーム熱い戦いが繰り広げられました。

住民健診結果説明
会（別所・寄近・小
野・二タ田・西本町・中
町・中万場・南万場）

住民健診（東薗目・
川角・市場４・５・６組・
堀田・松ノ本・金紫）
住民健診結果説
明会（御園）

住民健診
（全地区・予約日）

21 3 4 5

3 4 5 61 2

10 11 12 13

7

8 9

17

24

18

25

19

26

20

27

14

21

28

15

22

29

16

23

30



みんな一緒に

踊らまい！

タ
ス
の
へ
ほ
て
人
法
Ｏ
Ｐ
Ｎ

　

。

、
は
で
人
個
た
ま

ん
さ
屋
利
便

す
ま
い

。
潟
新

ん
さ
野
星
の
身
出
市
岡
長
県

き
た
来
に
町
栄
東
が

け
か

た
い
が
い
合
り
知
に
内
町
、
は

合
り
知

や
が
人
友
た

て

で
う

。

感
る
来
に
び
遊
は
初
最

」。
た
し
ま
来
に
町
栄
東
で
覚

周
一
界
世

　

も
験
経
の
行
旅

ジ
ア
に
特
「。
ん
さ
野
星
る
あ

た
人
の
地
現
、
で
的
象
印
が
ア

ま
れ
さ
か
動
が
心
に
マ
ラ
ド

は
で
け
だ
る
い
に
本
日。
た
し

。
た
し
ま
び
学
を
い

」

な
々
様

る
あ
の
と
こ
た
し
ら
暮
で
所
場

ら
暮
の
で
町
栄
東
に
ん
さ
野
星

、
と
る
す
き
聞
お
て
い
つ
に
し

に
の
る
き
生
く
し
楽
が
分
自
「

。
か
う
い
と
い
な
し
来
由
は
境
環

か
る
き
生
く
し
楽
う
ど
で
こ
そ

い
て
し
に
事
大
を
と
こ
う
い
と

す
ま

。」

。
た
し
ま
れ
く
て
し
話
と

で
内
町
、
は
み
し
楽
の
近
最

　

を
家
き
空
た
し
入
購
く
し
新

す
直
と
ツ
コ
ツ
コ
で
手
の
分
自

ル
デ
モ
ラ
プ
が
も
ど
子
「。
と
こ

、
で
覚
感
な
う
よ
る
作
を

て
と

」。
す
ま
し
ク
ワ
ク
ワ
も

来舞しもかわ２０１９　　
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その 126

このコーナーでは東栄町に住む人を紹介していきます。

星野 克之さん
東栄町在住歴7年

（三輪）

　先日、浜松学芸高等学校でファンデー
ション作りの出張体験をして来ました。
きっかけは「女子学生にも鉱物に興味を
持ってもらいたい」という理科の先生の
熱い想いでした。当日集まった生徒たち
は化粧品が山から採れた物で出来てい
ると知って、とても驚いていました。この
体験が身の回りの物が何から出来てい
るのかを考えるきっかけになると良いで
すね。 （福田）

日
３
月
8
が」
わ
か
も
し
舞
来
「ト
ン
ベ
イ
り
踊
盆

　

た
し
ま
れ
わ
行
で
場
車
駐
泉
温
い
え
う
と
、）
土
（

。域
地
て
し
と
的
目
を
流
交
内
域
地
と
承
継
の
り
踊
盆

で
年
今
、
で
の
も
る
す
催
主
が」
川
下
リ
ラ
キ
「体
団13

た
し
ま
り
な
と
催
開
の
目
回

。

か
も
ど
子、
は
日
当た

し
ま
い
で
ん
し
楽
を
り
踊
、
り
作

。

踊
盆
は
年
今

や
代
世
、
り
あ
が
者
加
参
の
く
多
ら
か
会
習
練
の
り

が
流
交
た
え
超
を
域
地

。
た
し
ま
い
て
れ
ま
生

燈栄隊の
あかり

田
福條

西

ら い  ぶ


